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NOSAI提出用

合 計
筆　　 数 引 受 筆 数 水 田 面 積 作 付 面 積 生産調整面積 基準収穫量 引 受 収 量

筆 筆 ａ ａ ａ ㎏ ㎏

耕地
番号

分筆
番号

地　　名　　地　　番
※住所地と異なる場合は、集落名
　から記入してください。　　　

水　田
面　積

水　稲
作　付
面　積

生産調整
面 積

水稲作付品種名
または

作付作物名等

基準
（等級）
単収

変 更 理 由

環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
取
組

出
荷
販
売
の
有
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無
有
・
無

ａ ａ ａ ㎏

水稲生産確定数量 水稲作付確定面積
Ａ

水稲作付面積
Ｂ

新規需要米等作付面積
Ｃ

加工用米作付面積
Ｄ

備蓄米作付面積
Ｅ

そ の 他
Ｆ

主食用水稲作付面積
Ｇ＝Ｂ－Ｃ－Ｄ－Ｅ－Ｆ

面積判定
Ｈ＝Ａ－Ｇ

㎏ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ 可・否

対象作物 生産目標等（農業者等間調整後）記入欄
生産目標（㎏） 作付面積（㎡）

主食用米 ㎏ ㎡

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の営農継続支払に係る生産予定面積
対象作物 生産予定面積 対象作物 生産予定面積

麦

小　　麦 ㎡ 大　　豆 ㎡

二条大麦 ㎡ そ　　ば ㎡

六条大麦 ㎡ な た ね ㎡

はだか麦 ㎡

地域協議会等
管理コード

組 合 名

市 町 名

小 地 区 名

組合員等コード

記 入 上 の 注 意 事 項

３枚目も押印ください

滋賀県農業共済組合長 様
平成31年産　水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書兼水稲共済加入申込書兼変更届出書

※　 水稲共済に加入する場合は、別添の重要事項説明書を了知した上、水稲共済の加入申込み（変更
の届出）をします。加入申込書の記載事項は事実に相違ないこと、申し込みができる水稲の全て
であること、及び既に事故が生じている又はその原因が生じているものでないことを確約します。

住　　所

氏　　名 ㊞
電話番号 頁 ／

３枚目にも押印ください

１．印字された筆の内容に異動があるときは、該当するところを二重線で消して、
その上の余白に変更後の内容を、また、印字された筆の空白欄については該当
事項を記入してください。

２．「環境こだわり農産物取組欄」は、
　　・環境こだわり農産物の生産を行うほ場は、〇印を付けてください。
　　・ 環境保全型農業直接支払交付金にかかる取組として環境こだわり農産物の生

産を行うほ場は◎印を付けてください。
３．この様式の氏名と経営所得安定対策等の交付申請書の氏名は、同一にしてくだ
さい。

この様式は、水稲生産実施計画書兼経営所得安定対策等の交付金に
係る営農計画書と水稲共済の加入との両方の申告書であり、市町で
整備している水田台帳の基礎データとして利用します。
水稲共済に加入しない場合も必ず太枠の部分を記入してください。

水稲共済の加入

平成31年産
の加入 する しない

前年産の加入状況

類
区
分

引 受 方 式 補償
割合

㎏当たり
共済金額
の 選 択

一筆半損
特　　約
の 有 無

共済金額
選択割合

類 ％ 　第　　位 ％

※　水稲共済に加入される場合は、「する」に○を、加入されない場合は、「しない」に○を付けてく
ださい。記載が無い場合は、水稲共済に加入するものとさせていただきますのであらかじめご了
承ください。

※　印字された引受方式等に変更があるときは、該当するところを二重線で消して、その上の余白に
変更後の内容を記入してください。記載が無い場合は、前年産と同じ引受内容を適用します。ま
た、新規加入で記載が無い場合は、一筆方式の補償割合70％、第１位のkg当たり共済金額を適
用します。

青色申告をしていますか？

している していない

収入保険の加入についてどう考えますか？

既に加入している 加入を考えている 考えていない・未定

※　青色申告の欄についてはどちらかに○印を付けてください。
※　収入保険の欄についてはいずれかに○印を付けてください。

記入して頂きましたら、もう一度誤りがないか確かめて必ず
押印してお返しください。

す
き
込
む
前
に
連
絡
を
！

　
自
然
災
害
に
よ
る
発
芽
不
良
や
生
育
不
良
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
麦

ほ
場
の
一
部
ま
た
は
全
て
を
す
き
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
最

寄
り
の
支
所
・
出
張
所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
適
正
な
損
害
評

価
を
実
施
す
る
た
め
、
組
合
の
現
地
確
認
後
に
す
き
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
連
絡
な
く
、
す
き
込
み
さ
れ
た
場
合
は
共
済
事
故
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

麦
共済

水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼

変
更
届
出
書
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

平
成
30
年
産
大
豆

被
害
状
況
に
つ
い
て

　
組
合
で
は
、
平
成
31
年
産
水
稲
の
引
受

を
行
う
た
め
「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼

変
更
届
出
書
（
以
下
、
加
入
申
込
書
）」
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
加
入

申
込
書
は
「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
兼
経

営
所
得
安
定
対
策
等
の
交
付
金
に
係
る
営

農
計
画
書
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
水
稲
の
作
付
け
や
生
産
調
整
の

内
容
を
正
確
に
記
入
し
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
提
出
後
に
修
正
や
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
最
寄
り
の
支
所
・

出
張
所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

加
入
申
込
書
は
３
部
複
写
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
３
枚
と
も

　
押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

水稲
共済

大豆
共済

※共済金の支払時期は、一筆方式は３月下旬、全相殺方式は出荷データを基に評価を行うため４月下旬になる予定です。

　
６
月
中
下
旬
の
播
種
作
業
は
順
調
に

進
み
ま
し
た
が
、
７
月
上
旬
の
大
雨
に

よ
り
冠
水
及
び
浸
水
が
発
生
し
、
土
壌

湿
潤
害
に
よ
る
発
芽
不
良
が
起
こ
り
ま

し
た
。
７
月
上
旬
の
梅
雨
明
け
か
ら
８

月
中
旬
は
、
高
温
で
経
過
し
、
雨
が
極

端
に
少
な
く
干
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
は
、

度
重
な
る
台
風
の
暴
風
雨
に
よ
り
風
水

害
が
発
生
し
、
９
月
以
降
は
最
高
気
温

が
平
年
よ
り
低
く
、
雨
が
多
く
降
り
、

日
照
時
間
は
平
年
の
６
割
程
度
と
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
気
象
概
況
に
よ
り
平
成
30
年

産
大
豆
は
、
全
体
的
に
茎
は
短
く
莢
数

は
少
な
く
小
粒
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

一筆方式の引受と被害申告

支所名 品種 引受筆数 引受面積 被害申告 
筆数

被害申告 
面積

筆 ａ 筆 ａ

南部
白大豆 1,591 31,932.8 800 15,860.4
丹波黒 12 307.5 11 275.6
早生黒 ─ ─ ─ ─

東部
白大豆 2,169 44,424.7 1,027 23,102.8
丹波黒 632 14,384.1 448 10,129.8
早生黒 768 19,752.1 484 12,966.8

北部
白大豆 2,308 48,263.4 1,233 25,332.2
丹波黒 117 3,053.5 46 1,268.2
早生黒 428 9,939.4 128 3,242.4

合計 8,025 172,057.5 4,177 92,178.2

大雨による浸水

高温による干害

暴風雨による風水害

水稲共済加入申込書兼変更届出書

水
稲·

麦

７
つ
の
共
済
事
業
と
収
入
保
険
事
業

　
農
業
経
営
は
自
然
条
件
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
き

く
、
災
害
等
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
や
す
い
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
農
業
保
険
法
に
よ
り
、
農
家
が
自

然
災
害
に
あ
っ
た
時
に
被
る
経
済
的
損
失
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、「
農
業
共
済
事
業
」

と
「
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
」
の
２
種
類
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
共
済
事
業
に
は
下
記
の
７
つ
が
あ
り
、
農
業
経

営
収
入
保
険
事
業
で
は
、
従
来
の
自
然
災
害
に
よ
る
減

収
に
加
え
、
価
格
低
下
等
も
含
め
た
農
家
ご
と
の
収
入

減
少
が
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
加
入
資
格
者
は

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
で
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
農
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

る
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。不
慮
の
災
害
に
備
え
て
、

是
非
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
共
済
事
業

農
業
経
営
収
入
保
険
事
業

農
作
物
共
済

　自
然
災
害
や
病
虫
害
、鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り

減
収
し
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。麦

共
済
で
は
品
質
低
下
に
伴
う
生
産
金
額
の
減

少
分
も
併
せ
て
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

牛·

馬·

豚

家
畜
共
済

　家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に
な
っ
た
と
き
、

ケ
ガ
・
病
気
で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
共
済
金

を
支
払
い
ま
す
。

ぶ
ど
う·

な
し

果
樹
共
済

　自
然
災
害
や
病
虫
害
、鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り

減
収
し
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

　自
然
災
害
に
よ
り
施
設
や
施
設
内
の
農
作
物

に
被
害
を
受
け
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払
い
ま

す
。復
旧・撤
去
費
用
も
補
償
に
追
加
で
き
ま
す
。

住
宅（
建
物
及
び
家
具
類
）

農
作
業
場
等

建
物
共
済

　火
災·

落
雷
等
を
対
象
と
し
た「
火
災
共
済
」

と
火
災
の
ほ
か
に
自
然
災
害
・
地
震
も
補
償
対

象
と
し
た「
総
合
共
済
」が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー·

田
植
機

コ
ン
バ
イ
ン·

そ
の
他
農
業
機
械

農
機
具
共
済

　稼
働
中
の
事
故
や
火
災
、自
然
災
害
、盗
難

に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払

い
ま
す
。

収
入
保
険

　自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、価
格
低
下
な
ど
も
含
め

た
農
業
収
入
の
減
少
を
総
合
的
に
補
て
ん
し
ま
す
。

※

収
入
保
険
は
、全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
受
託
業
務
で
す
。

大
豆·

小
豆

畑
作
物
共
済

　自
然
災
害
や
病
虫
害
、鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り

減
収
し
た
と
き
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
・
ガ
ラ
ス
室

（
附
帯
施
設
・
施
設
内
農
作
物
）

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
者（
個
人
・
法
人
）

0203



左
記
に
該
当
す
る
場
合
は
、す
み
や
か
に
最

寄
り
の
支
所
・
出
張
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

保
険
期
間
開
始
後
の
お
願
い

法人の方は、加入申請受付中です。

http://www.nosai-shiga.or.jp/ または NOSAI滋賀 で 検索

●
保
険
期
間
中
に
作
付
面
積
や
栽
培
品
目
を

変
更
す
る
場
合

　
営
農
計
画
を
変
更
す
る
場
合
は
、
基
準
収
入
や
保
険

料
、
積
立
金
等
を
再
計
算
し
て
差
額
を
追
加
徴
収
、
還

付
し
ま
す
。

●
事
故
が
発
生
し
た
場
合

　
発
生
の
都
度
、
す
み
や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
つ
な
ぎ
資
金
が
必
要
な
場
合

　
保
険
金
等
の
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
方
で
、
相
当
の
数

量
減
少
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
、
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
作
業
日
誌
と
会
計
帳
簿
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い

●
農
作
業
日
誌

　
営
農
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
農
産
物
等
の
種
類
ご
と

に
作
付
け
、
施
肥
、
防
除
、
収
穫
等
（
畜
産
物
の
場
合
は
、

種
付
け
、
分
娩
、
素
畜
の
導
入
、
給
餌
、
投
薬
、
出
荷
等
）

の
作
業
及
び
日
付
け
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
事
故
発
生

時
の
必
要
書
類
に
も
な
り
ま
す
の
で
必
ず
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

　
形
式
は
自
由
で
す
が
、
作
業
内
容
を
記
入
で
き
る
カ
レ

ン
ダ
ー
、ノ
ー
ト
、電
子
デ
ー
タ
等
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
計
帳
簿

　
販
売
金
額
や
数
量
の
ほ
か
、
他
者
か
ら
仕
入
れ
た
農
産

物
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量
を
記
帳
し
ま
す
。
ま
た
、

農
産
物
等
の
事
業
消
費
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
消
費
し

た
年
月
日
、
数
量
、
用
途
等
を
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

農作業日誌
〈 水稲栽培の例 〉

○月×日
　田植え
○月×日
　カメムシ防除
　薬剤名
　散布量
○月×日
　台風で稲が倒伏
○月×日
　稲刈り

詳しい内容は、ご契約のしおりP.6～P.7「Ⅲ 契約締結後におけるご注意事項」をご覧ください

ご連絡 · お問い合せは下記電話番号へ

Ｑ 

経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
水
稲
を
中
心
に
大
豆
、
大
麦
、
そ
ば
な

ど
を
妻
と
二
人
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
休

日
に
は
、
息
子
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
地
元
に
伝
わ
る
在
来
種
の
大

豆
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
女
性
が
、

味
噌
作
り
に
そ
の
大
豆
を
使
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
嬉
し
く
、
や
る
気
に
繋
が
り
ま
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
は
？

　
作
物
の
収
穫
量
に
対
す
る
補
償
だ
け
で

は
な
く
、
個
人
ご
と
の
販
売
収
入
を
補
償

し
て
も
ら
え
る
か
ら
で
す
。
価
格
低
下
な

ど
、
農
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
部
分
も
補
償
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
魅
力

で
す
ね
。

Ｑ 

こ
れ
ま
で
多
か
っ
た
作
物
の
被
害
は
？

　
中
山
間
地
の
た
め
、
毎
年
獣
害
が
発
生

し
ま
す
。
昨
年
の
大
豆
は
鹿
に
食
べ
ら
れ
、

半
作
で
し
た
。
玉
ね
ぎ
も
猿
に
食
べ
ら
れ

る
な
ど
被
害
の
大
部
分
は
獣
害
で
す
が
、

強
風
に
よ
る
水
稲
の
倒
伏
被
害
も
発
生
し

ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
営
農
に
対
す
る
不
安
は
？

　
消
費
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
価
格
競
争

で
す
。
増
税
分
を
価
格
転
嫁
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
手
取
り
収
入
が
減
っ
て
し
ま

わ
な
い
か
、
海
外
産
農
産
物
と
の
価
格
差

が
今
ま
で
以
上
に
広
が
り
、
消
費
者
が
国

産
か
ら
離
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
不
安
で
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
を
薦
め
た
い
人
は
？

　
作
付
面
積
を
増
や
す
方
、
新
た
な
作
物

に
挑
戦
す
る
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　
以
前
、
新
た
な
作
物
に
挑
戦
し
た
時
、

栽
培
に
失
敗
し
て
収
穫
皆
無
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
で
も
、
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
収
入
減
少
を

補
て
ん
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
と
て
も
安

心
で
す
よ
。

大
津
市
伊
香
立
下
在
地
町

　森
田
　康
裕
さ
ん
（
65
歳
）

水
稲 

11
．７
㌶
、
大
豆 

９
．５
㌶

麦    

２
．５
㌶
、
そ
ば 

０
．４
㌶

保
険
料
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
支
払
方
法
が
分
割
払
い
の
方
は
、
振
替

日
ま
で
に
指
定
口
座
へ
の
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
日
、各
月
26
日（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

法人の方は、事業年度開始月の3ヵ月前から加入申請できます。ぜひ最寄りの支所・出張所または
本所へお問い合せください。
NOSAI滋賀のホームページでは、類似制度との比較や、掛金・補てん金などの試算ができます。

平成31年
1月から

収
入
保
険
ス
タ
ー
ト

　収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
価
格
低
下
な
ど
も

含
め
た
農
業
収
入
の
減
少
を
総
合
的
に
補
て
ん
す
る
新
し
い
制
度
で
す
。

　加
入
者
の
森
田
康
裕
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

支 所 名
０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６

０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１
南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市

高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町

湖南市、甲賀市甲賀出張所
０１２０‒５０９‒０３１ ０７４９‒７３‒４３２１

０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１
０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１

北 部 支 所 長浜市、米原市

彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所
本 　 　 所

0405



「喉の調子が悪い。」などと自宅に電話があった翌
日「友達と投資をして失敗した。返済のための金
を貸してほしい。」と言って、現金をだ
ましとります。
【受取方法】主要都市まで誘導する。

自宅を訪れる。

「捕まえた犯人があなた名義の通帳を持ってい
る。」や「偽カードが使われている。」などと言って
「被害を防ぐためカードの利用を停
止します。」「交換のため職員に渡し
て。（郵送させる）」とカード等をだま
しとります。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

〔
狭
い
畑
の
家
庭
菜
園
実
践
家
〕

　「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
〜
♪
」、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
、

五
月
二
日
で
す
ね
。
夏
野
菜
の
植
え
付
け
で
す
。
近
年
、
平
地
で
は

四
月
二
十
日
頃
か
ら
降
霜
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
く
安
全
と
い
う
訳

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ま
で
に
冬
野
菜
の
始
末
、
石
灰
の
施
用
と
畑
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
、
夏
野
菜
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
オ
ク
ラ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
枝
豆
な
ど
の
種
ま
き
は
、
四
月
二

十
日
過
ぎ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
そ
し
て
、
五
月
中
頃
に
、
も
う
一
度
蒔

く
の
が
コ
ツ
で
す
。

　今
回
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
特
集
で
す
。

　ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
イ
ネ
科
の
野
菜
で
、連
作
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

イ
ネ
科
植
物
の
根
は
畑
土
の
物
理
性
の
向
上
に
役
立
ち
、
収
穫
後
の

茎
葉
も
刻
め
ば
稲
わ
ら
代
わ
り
に
敷
き
草
に
使
え
ま
す
。

　ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
葉
の
枚
数
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な

実
を
狙
う
の
な
ら
直
播
し
ま
す
（
直
播
は
、
四
月
二
十
五
日
以
降
な

ら
Ｏ
Ｋ
）。
雄
花
が
出
た
ら
、
も
う
新
し
い
葉
は
出
ま
せ
ん
。
実
の

大
き
さ
は
葉
が
五
〜
六
枚
の
頃
に
決
ま
り
、
そ
の
時
期
の
栄
養
状
態

が
良
け
れ
ば
大
き
な
実
に
な
り
ま
す
。

　あ
ま
り
基
肥
を
や
ら
な
い
小
生
で
す
が
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
で
は

基
肥
を
施
し
、
葉
四
枚
の
頃
に
追
肥
・
土
寄
せ
し
ま
す
。
雄
花
が
出

る
頃
に
も
う
一
度
追
肥
し
ま
す
が
、
こ
の
頃
か
ら
新
し
い
根
は
出
な

い
の
で
、根
を
傷
め
る
中
耕
は
し
ま
せ
ん
。
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
少
々

多
く
施
肥
し
て
も
大
丈
夫
で
す
が
、
跡
作
の
肥
料
を
加
減
し
て
く
だ

さ
い
。
追
肥
に
は
安
価
な
発
酵
鶏
糞
を
利
用
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
受
粉

　雌
穂
か
ら
伸
び
る
絹
糸
は
「
め
し
べ
」
で
す
。
実
の
一
粒
ず
つ
か

ら
伸
び
ま
す
。
多
く
の
野
菜
は
「
め
し
べ
」
の
柱
頭
だ
け
で
受
粉
し

ま
す
が
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
絹
糸
の
途
中
に
花
粉
が
か
か
っ
て
も

受
粉
し
ま
す
。
た
と
え
、
絹
糸
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
後
に
伸
び
た
絹
糸
で
受
粉
で
き
る
の
で
す
よ
。

　雄
穂
が
先
に
咲
き
、
絹
糸
は
遅
れ
て
出
ま
す
。
特
に
実
の
先
端
部

分
の
粒
か
ら
伸
び
る
絹
糸
は
遅
く
出
ま
す
。
そ
の
た
め
、
後
半
に
花

粉
が
不
足
す
る
と
遅
い
絹
糸
は
受
精
で
き
ず
、
実
が
詰
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、わ
き
芽
を
取
ら
ず
に
伸
ば
し
、わ
き
芽
か
ら
出
る
雄
穂
（
花

粉
）
を
遅
い
絹
糸
の
受
粉
に
使
い
ま
す
。

　ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
一
列
蒔
き
に
せ
ず
、
何
列
も
ま
と
め
て
栽
培

す
る
と
受
粉
し
や
す
く
、
先
ま
で
詰
ま
り
の
よ
い
実
が
穫
れ
ま
す
。

ま
た
、少
々
粗
く
蒔
い
て
、わ
き
芽
を
残
す
と
実
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
の
防
除
が
大
切
！

　雄
穂
が
出
る
前
に
卵
を
産
み
付
け
、
花
粉
が
飛
ぶ
頃
に
雄
穂
を
枯

ら
せ
ま
す
。
ま
ぁ
、
雄
穂
は
枯
れ
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
問
題
は
雌

花
で
す
。

　最
も
困
る
の
が
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
が
絹
糸
か
ら
雌
穂
に
入
っ
て
粒

を
食
べ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
ハ
ン
ド
ス
プ
レ
ー
に
規
定

倍
率
に
薄
め
た
農
薬
を
入
れ
、
雌
花
を
め
が
け
、

一
本
ず
つ
、
し
っ
か
り
と
散
布
し
ま
す
。
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
全
体
に
散
布
す
る
の
で
は
な
く
、
雌

穂
だ
け
に
散
布
す
る
の
で
、
手
間
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
分
、
防
除
効
果
は
確
実
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、実
の
部
分
は
か
な
り
防
除
で
き
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
ハ
ン
ド
ス
プ
レ
ー
を
購
入
さ
れ
る
な
ら
、
上
等
（
千
円

で
お
釣
り
が
少
々
）な
の
が
お
勧
め
で
す
。
使
い
勝
手
が
違
い
ま
す
よ
。

　園
芸
店
で
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
（
未
成
熟
と
う
も
ろ
こ
し
）
に
登
録

の
あ
る
農
薬
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
二
〜
三
回
散
布
し
ま
す
が
、
同

じ
農
薬
を
使
う
場
合
は
登
録
内
容
を
確
認
し
、
使
用
回
数
を
超
え
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

夏
野
菜
の
準
備

滋賀県警察　相談受付は　♯９１１０

滋賀県警察からのお知らせ

息子や孫などを名乗る
『オレオレ詐欺』に注意！

市役所職員や銀行員を名乗る
『オレオレ詐欺』にも注意！

このような電話があれば警察へ相談してください。 また、周囲の方々にも注意を呼び掛けてください。

道
の
駅  

伊
吹
の
里 

旬
彩
の
森

し
ゅ
ん     

さ
い

道の駅 伊吹の里 旬彩の森

米
原
市
伊
吹

オリジナル商品の数々

季節の野菜を練り込んだ食パン（紫いも）

そば打ち体験の様子

〒521-0311　滋賀県米原市伊吹1732-1

TEL.0749-58-0390
FAX.0749-58-0406

地域の
スポット紹介

【営業時間】産直市場　9：15～17：00（7/1～8/31は17：30まで）
食　　堂　平日10：30～14：30、土日10：30～15：30

【駐車場】34台（大型車2台、普通車29台、優先駐車場3台）
【定休日】4月～12月…無休／ 1月～3月…毎週木曜日

その他、詳しくはHPをご覧ください　http://shunsainomori.com/

大
根
お
ろ
し
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
や
季
節
の

フ
ル
ー
ツ
と
蜜
漬
け
し
た
伊
吹
大
根
を

挟
み
込
ん
だ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は
、看
板
商

品
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
駅
長
の
伊
藤
信
義
さ
ん（
68
）は
、「
訪

れ
る
度
に
変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

道
の
駅
に
し
た
い
。加
工
品
の
開
発
や
珍

し
い
野
菜
の
取
り
扱
い
な
ど
新
し
い
こ

と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
意
欲
的

に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
伊
吹
を
堪
能
で
き
る
「
道
の
駅
　
伊

吹
の
里
　
旬
彩
の
森
」に
、是
非
一
度
、出

掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
米
原
市
伊
吹
に
あ
る
伊
吹
山
の
麓
に

位
置
し
、２
０
０
５
年
８
月
に
道
の
駅
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。新
鮮
な
野
菜
の

直
売
所
や
地
元
産
の
米
や
味
噌
を
使
っ

た
定
食
が
自
慢
の
食
堂「
ほ
な
み
」の
ほ

か
、
そ
ば
打
ち
や
こ
け
玉
作
り
な
ど

様
々
な
体
験
教
室
が
あ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
施
設
で
す
。

　
２
階
に
あ
る
パ
ン
工
房「
ぱ
ん
パ
ン
Ｐ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｎ
！
」は
２
０
１
９
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
黒
米
と
も
ち

米
を
使
っ
た
雑
穀
パ
ン
や
、
季
節
の
食
材

を
練
り
こ
ん
だ
食
パ
ン
を
中
心
に
焼
き

た
て
の
味
を
楽
し
め
ま
す
。

　
加
工
品
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、道
の

駅
開
設
当
初
か
ら
販
売
し
て
い
る「
伊
吹

蜜漬けした伊吹大根
を挟み込んだ看板
商品の「旬彩ロール」

365

伊吹

野一色東

ミルク
ファーム
伊吹

そば処
伊吹野

姉川

至長浜 至関ヶ原

道の駅  伊吹の里
旬彩の森

●●
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40
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この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん2019 春号

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

Vol.24

324名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

62 〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

応募締切り

5月24日金
平成31年

当日消印有効

答えは 「ふれあい」 でした。

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

前回
の

答え

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ

応募先

問
題

米原市伊吹にある道の駅は、「伊吹の里 の森」。
の中に入る言葉は何でしょうか？

日野町山本にある滋賀県畜産技術振興センターでは、家畜に親
しみを持ってもらうために「○○○○広場」を無料開放していま
す。○の中に入る言葉は何でしょうか？

２人分

スナップエンドウ.......8～10本
豚バラ肉（薄切り）...150g程度

スライスチーズ
（とろけるタイプ）....適量
塩コショウ................適量

材　　料

スナップエンドウは筋を取って洗う（お好みで、軽くゆ
がいてもOK！）

①

①のスナップエンドウに、スライスチーズと豚バラ肉を
巻きつける

②

こんがりと焼き色がついたら完成④

スナップエンドウとチーズの豚バラ巻き

作 り 方

食卓に並ぶ「我が家のおすすめレシピ」や、伝統野菜を使ったレ
シピ、地域の特産品を使用したレシピを大募集しています。レシピ
に採用された方には粗品をプレゼントいたします。料理・材料の
分量と一緒に写真（イラスト）を同封してください。

滋賀県農業共済組合 企画グループ応募先

身近な食材を使った料理手軽に簡単にできる料理 独創的？な料理

「おすすめレシピ」をご紹介ください。

ノンちゃん

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

お好みで醤油などかけても
美味しいですよ！

塩コショウをふり、フライパンで炒める（豚バラ肉から
油が出るので油は不要）

③

※チーズの塩気があるので、塩コショウのふりすぎに注意

おすすめレシピ

絵画コンクール入賞作品を見て、
みんな上手に描いておられますね。
特徴をつかんで細かいところまで上
手く描かれています。感心しました。

【東近江市　女性　64歳】

どれも上手に描かれていますね。素晴
らしい作品ばかりでした！　絵画を通し
て、「農」について関心を持ってもらえ
ると嬉しいです。

農業に関する情報を
いつも楽しみに見てい
ます。共済の重要性
も感じています。
【米原市　男性　62歳】

ありがとうございます。
これからも、様々な情
報をお伝えしていきたい
と思います。

今回ご紹介できなかった方々、たくさんのメッセージをありがとうございました。
これからもよろしくお願いします。

【本所】
奥井　利彦
荻野　幸康
髙橋　昌三

【東部支所】
辻　正典
【東部支所甲賀出張所】
大谷　清一
【家畜診療所】
藤田　理公

【北部支所】
柴行　高士

退職職員（平成31年３月31日付）
お世話になりました。

読者の声
組合員さまから、たくさんのメッセージを
いただきました。その中から一部をご紹介
いたします。 

お知らせNOSAI
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